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日本のテレマティクスサービス
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スマートウェイ 基礎的サービス

基礎的サービス 説明

①プローブ 車両のIDや速度、ABS動作等の情報をセンター設備に送信するサービス。

(3)情報提供

プッシュ型情
報配信

文字、音声、画像、またはこれらを組合わせた情報を走行車両に提供するサービス。

安全情報提供

車両制御 安全確保のため、急ブレーキやハンドル操作等の指令を、車両の制御系に直接送信する
サービス。

自動運転 車両の自動運転に資する情報を、車両の制御系に直接送信するサービス。

⑥
走
行
支

援
情
報

VICS

(4)案内・警告

(1)車両情報送

信
②施設への入退出管理 車両のID等から、駐車場等への入退可否を判断し、制御バー等と連動して入退を制御する

サービス。

④ ETC 有料道路の自動料金収受を行うサービス。

⑤インターネット接続 車載器がインターネットに接続することにより、webサイトの閲覧、メールの利用等を可
能とするサービス。

VICS情報を、走行車両に提供するサービス。

⑧歩行者支援 歩行者の所有する携帯端末に、バリアフリー化した経路等の情報を提供するサービス。

⑨車車間通信アプリ 車載器同士が直接通信し、両者の保有する経路情報等を交換するサービス。

⑩有線通信利用アプリ ADSLや専用線等を利用して、自宅やオフィスのPCで情報の入手や交換を行うサービス。

(5)その他

③多用途決済 クレジットカードやプリペイドカードを利用して駐車場料金等の各種決済をキャッシュレ
スで行うサービス。

急カーブや障害物の存在等、ドライバーの判断に資する情報を提供するサービス。⑦
警
告
や
車
両

制
御

(2)決済
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スマートウェイ ステップ

・ スマートウェイ推進会議の提言を受け、官民共同研究を経て、規格・仕様を策定
・ 規格・仕様策定にあたっては国際標準化も視野
・ 基盤の整備などを行い、2009年本格サービス開始を目指す

・ スマートウェイ推進会議の提言を受け、官民共同研究を経て、規格・仕様を策定
・ 規格・仕様策定にあたっては国際標準化も視野
・ 基盤の整備などを行い、2009年本格サービス開始を目指す

スマートウェイ推進会議提言
（委員長：豊田章一郎）

スマートウェイ推進会議提言
（委員長：豊田章一郎）

官民共同研究官民共同研究

規格・仕様策定規格・仕様策定 国際標準化国際標準化

実配備実配備

2004年8月

2009年
本格サービス開始本格サービス開始
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竹橋
JCT

東池袋

板橋本町カーブ

東池袋

三崎町カーブ

西神田ON

竹橋JCT
神田橋（外）
（静止画）

三宅坂
JCT

神田橋
JCT

板橋
JCT

中央環状
新宿線

箱崎
JCT

早稲田（上）（交通情報）

北の丸
トンネル

新宿カーブ

参宮橋カーブ

幡ヶ谷（電子標識）
高井戸（電子標識）

永福(ハイラジ)

赤坂ＴＮ

谷町

霞ヶ関（静止画)

飯田橋（下）（静止画）
三番町カーブ

赤坂Sカーブ

弁慶堀カーブ
千駄ヶ谷Ｓカーブ

弁慶堀カーブ

５号池袋線

４号新宿線

北池袋カーブ

外苑（静止画＋交通情報)

：合流支援サービス

♪左から合流車、
注意

：前方障害物情報提供サー
ビス

♪この先渋滞
、
追突注意

：地図連携サービス

急カーブ、注意

!
急カーブ、注意

!
♪この先、
急カーブで

の
事故多し、
注意

♪200m先、
追突事故多し、
注意

：位置情報の提供（電子
標識） 都心環状線

ＩＰ情報接続サービ
ス
（大黒ＰＡにて）鍛冶橋

駐車場

：前方状況情報提供サービ
ス

♪この先約１ｋｍ
、
外苑入口先の
現在の状況です。

♪現在の首都高速４号線
上り方向の情報をお知らせ
します。
所要時間のお知らせです。
・・・
渋滞のお知らせです。
・・・

都心環状線
：ＩＰ情報接続サー

ビス
ＥＭＶ決済サービ

ス

スマートウェイ サービス例
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前方障害物情報提供サービス

・見通しの悪いカーブやトンネルの先の障害物（停止・低速車など）を路側センサーで検出して事前にDSRCで提供

・検出方法は「画像センサー方式」と「ETC-LID方式」を活用 ⇒ ETC-LID方式はローコスト化が目的で、情報収集

機能としての活用も可能、 但し単独停止車両など交通流を乱さない事象の検出は困難などの機能的制約もある

路側処理装置
・突発事象情報提供

情報提供
ＤＳＲＣ

事象検出（停止、渋滞）

突発事象情報

センサ

路側処理装置
・突発事象情報提供

情報提供
ＤＳＲＣ

事象検出（停止、渋滞）

突発事象情報

センサ

音声
「ピピピ！この先渋滞、追突注意」

事象検知時以外は情報提供なし
自車速度が低速時は情報提供なし

この先渋滞、追突注意

首都高速情報

!!

路側処理装置
・突発事象情報提供

情報提供
ＤＳＲＣ

LID検出

突発事象情報LID検出

DSRC
（LID収集用）

DSRC
（LID収集用）

既
存

門
柱

既存門柱

路側処理装置
・突発事象情報提供

情報提供
ＤＳＲＣ

LID検出

突発事象情報LID検出

DSRC
（LID収集用）

DSRC
（LID収集用）

既
存

門
柱

既存門柱

音声
「ピピピ！この先トンネル付近渋滞、
追突注意」

!

この先渋滞、追突注意

首都高速情報

＜画像センサー方式＞ ＜ETC-ID方式＞

事象検知時以外は情報提供なし
自車速度が低速時は情報提供なし

◆画像センサー方式の有効性に関しては既に参宮橋社会実験を通じて検証済みのため、今回はＥＴＣ－ＩＤ方式に関して報告する◆画像センサー方式の有効性に関しては既に参宮橋社会実験を通じて検証済みのため、今回はＥＴＣ－ＩＤ方式に関して報告する
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合流支援サービス

・互いの見落としが発生しやすい合流部において、路側センサーで合流車を検出

・合流車が来ていることをDSRCで本線側の車両に提供し、合流部での接触事故などを防止

路側機

路側処理装置
・トラカンによる合流
車検出
・合流車両情報提供

ＤＳＲＣ

合流車検出

合流車情報

路側機

路側処理装置
・トラカンによる合流
車検出
・合流車両情報提供

ＤＳＲＣ

音声
「ピピピ！左から合流車、注意」

!

首都高速情報

左から合流車、注意

渋滞時、あるいは、交通量が多く
車線変更による渋滞発生の可能
性がある場合はサービスオフ
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地図連携サービス

・サービス箇所の情報をあらかじめ車載器に設定しておき、自車位置が当該区間に入ったと

認識したときに、注意喚起情報を提供

・自車の速度に応じて、情報提供を抑制や提供タイミングの制御を実施

・サービス内容は、「事故多発箇所情報提供」と「カーブ進入速度注意喚起」の２種類を実施

音声
「ピ！この先、急カーブでの事故多し、注
意」

急カーブ、注意

!

【サービスの提供条件】

サービスインした後、カーブ始点までに規制速度に減速可能かを0.1秒周期で計算し、減速不可
能と判断した場合に注意喚起情報を提供 （※空走時間＝5s、減速度＝0.2Gで計算）
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情報提供 （ＩＰ情報接続）

・SA/PAなどで、ITS車載器をDSRC経由でインターネットに接続し情報提供

・提供する情報の代表例

・SA/PAのレストラン情報、おみやげ情報などのおすすめ情報

・周辺の観光情報

・周辺や目的地の道路交通情報 etc

SA/PA

ITS車載器 DSRC路側機

ルータ／ファ
イアウォール

イン
ター
ネット

情報配信
サーバ

Web
サーバ

SA/PA局舎内 外部機関

情報
取込み
／蓄積



11
高速バスロケーション

路側無線装置

高速道路上

一般道

パケット通信

【バス事業者グループ】 バスロケ情報サーバ

位置･時間情報計算通信制御 バスロケ情報

事業者による
情報提供

監視
モニタ

切替

表示板

PC携帯

光ネット

DSRC通信

DSRCプローブサーバ

【高速道路会社】

広域収集サーバ
【関東地整】

交
通
管
制

情
報
提
供

•各地で実用化されているバスロケシステムは、主に携帯電話のパケット通信を利用
•パケット通信の代わりにDSRC路車間通信技術を応用することで、通信コスト低減が可能
•通信方式を切り替えて利用 一般道：携帯パケット通信 高速道路上：DSRC通信
•高速道路会社設置のサーバから、交通管制系、情報提供系などのサーバに接続可能
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Global ETC (1)
・Sharing characteristics and experiences of 
ETC deployment in Japan

・Designed for widely applicable in Asian nations

- Suitable for Free-flow system
◆ Two-piece type OBU with 

Contactless IC Cards

Characteristics
◆ 5.8GHz Active DSRC

- High Level of Accuracy
- Large Capacity / Wide Area

◆ Wide Applicability toward ITS

◆ Flexibility in Security Measures

Image of Global ETC



13Characteristics of
Global ETC (2)

◆ Two-Piece Type OBU with Contactless IC Cards
★ Enhanced credibility and durability 

★ IC cards - Shared use among other traffic-related systems,
electronic money is possible

・ISO/IEC 14443 “Type A” card is the standard IC card of Global ETC

・Other types of IC cards (Contact/ Contactless cards) can be used
flexibly, by modifying a read/write function part of Global ETC 

In Malaysia, Touch ‘n Go card can be 
used with Global ETC, thus utilizing 
the existing system at maximum
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◆ Active DSRC ⇒ Wide Applicability toward ITS Services
Smartway: Next-Generation Road Services

Characteristics of
Global ETC (3)

VICS Probe AHS
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Global ETC (3) OBU

• Portable                       • All drivers can easily setup an OBU 
inside of a vehicle.

• Minimal • OBE accept contactless IC card (ISO14443A)

• Battery powered OBU (2Years life time)
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Price of Global ETC OBU
◆Price Reduction by Specification Change

Japanese ETC specification Global ETC specification

Communication 
method

ARIB T-75 ITU-R M.1453-2

Security SAM (Hardware module) To be decided by road operator

Type 2 piece 2 piece

Settlement 
method

Credit Prepaid ※

Additional 
function LED, buzzer, voice LED, buzzer, voice

Price US$60 US$40 (Target price)US$40 (Target price)

・ Modification in security and settlement methods are the major key points
・ Global ETC OBU have no hardware security module, thus reducing the cost by 
approximately $20

・ Japanese ETC OBU is thought  as expensive, but price of Global ETC OBU is further 
reduced by modifying the specification to suite the Asian nation’s needs

(OBU + Contact IC card)

(5.8GHz Active-DSRC) (5.8GHz Active-DSRC)

(OBU + Contactless IC card)※

$20 Reduction

※ As for Standard Specification
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ＶＩＣＳ 概要：情報収集～提供

VICS（Vehicle Information Communication System：道路交通情報通信システム）は、
カーナビゲーション等のVICS対応車載器に道路交通情報をリアルタイムに提供するシス

テム

11
情報収集

道路交通情報を
体系的に収集する。

処理された情報を
車載機に伝送する。

道
路
交
通
情
報

●

財団法人
日本道路交通
情報センタ

道路
管理者

VICSセンタは、収集さ
れた情報を3つメディ
アを通じて車載器で利
用しやすい形に処理・
編集して情報提供して
いる。

収集された情報を
処理・編集する。

情報処理・編集

財団法人
VICSセンタ

情報提供

VICS情報は、次の3つのメディアで提供している。情報
提供時間帯は24時間。

電波ビーコン
（高速道路・国
道）

電波を媒体として、ビーコンが
設置された場所に必要な道路交
通情報を提供するもので、主に
高速道路、国道に設置されてい
る。

光ビーコン
（主要幹線道路）

光を媒体として、ビーコンが設
置された場所に必要な道路交通
情報を提供するもので、主に主
要幹線道路に設置されている。

FM多重放送
（既設放送設備）

FM放送を利用して、広いエリア
に道路交通情報を提供するもの
で、各地のFM放送局から放送さ
れる。

主な提供内容（進行方向前方）

インターチェンジ間の所要時間や周辺の一
般道路を含めた渋滞情報および分岐案内

●工事、事故情報や全面通行止、片側交互通
行、速度規制、車線規制、チェーン規制情
報●サービスエリア・パーキングエリアの
満車・空車情報

●

主な提供内容（進行方向前方）

渋滞情報や所要時間

●事故・故障車情報や工事規制情報

●駐車場の満車・空車情報

●

主な提供内容（エリア全域）

広いエリアの渋滞情報や所要時間

●広いエリアの事故・工事情報や速度規
制・車線規制情報

●駐車場の位置や満車・空車情報

22 33

都道府県
警察

出典：VICSセンタホームページ
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ＶＩＣＳ システム構成

VICSシステムは、「C1システム」と「C2システム」で構成される。

ﾋﾞｰｺﾝ
（BS）

（AS
）

ﾋﾞｰｺﾝ
（BS）

（AS
）

ﾋﾞｰｺﾝ
（BS）

（AS
）

○○河川国道事務所

情報源
システム

C2用
DBサーバ

C2
処理サーバ

C2提供
（処理）サー

バ

C1
DBサーバ

C1
処理サーバ

ﾋﾞｰｺﾝ
（BS）

（AS
）

ﾋﾞｰｺﾝ
（BS）

（AS
）

○○河川国道事務所

各地方整備局

関東地方整備局（ブロックセン
タ）

監視サーバ

監視サーバ

VICSセンタ

・・
・

・・
・

高速道路会社等

自治体
GWサーバ

自治体
DBサーバ

JARTIC
情セン（東

京）

VICSセンタ

JARTIC
情セン（大

阪）

JARTIC
情セン（大

阪）

外部情報源

高速道路情報

自治体情報※1

（情セン形式）

近隣地整情報
＋管内高速道路情報
（＋自治体情報※

２）

駐車場満空情報

駐車場案内ｼｽﾃﾑ
（駐車場事業

者）

■：HIDO担当部分

近畿地方整備局

（
ａ
）
収
集

系

（
ｂ
）
提
供
系

（
ｃ
）
送
信

系

（ａ）情報源より道路交通情報等を収集し、VICSシステムに取り込む。

（ｂ）VICSシステムが収集した情報をVICS形式に加工し、C1システム
に送信する。また、路上に設置した電波ビーコンを使い、車両に設
置しているVICS車載器に送信する。

（ｃ）C2システムから受信したVICS形式の情報をJARTICを経由して
VICSセンタに送信する。
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ＶＩＣＳ 情報提供内容

（１）文字（レベル１）

（２）図形（レベル２）

（３）地図（レベル３）
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ＶＩＣＳ 新規サービス（地震・津波情報）

国が収集・管理している気象警報・注意報情報や震度情報をC2サーバに取り込
み、
電波ビーコンから図形情報を提供することで注意喚起を行う。
※2007年度から一部地整にて運用開始【システム構成（局内）】

【提供イメージ】

情報源
システム

C2用
DBサーバ

C2
処理サーバ

C2提供
（処理）サー

バ

各地方整備局

監視サーバ

・・
・

・・
・

気象警報・注意
報

地震・震度情報

MICOS

地震情報源

高知県 大津波警報発令

走行注意！！

津波介入図形

沿岸部などに設置されたビーコ
ンから提供

高知県中部 地震発生

震度５弱 通行注意！！

地震介入図形

地震発生地域にあるビーコンか
ら
提供

高知県大津波警報

津波介入文字

津波警報・注意報が発令されて
いる地区が経路前方にあるビー
コンから提供

高知県中部 地震発生震度４

地震介入文字

地震が発生している地域が経路
前方にあるビーコンから提供
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民間サービス①

一般サービス 自動車サービス

エンターテイメント

情報

コミュニケーション

コマース

ナビゲーション

エマージェンシー

リモートメンテナンス

インテリジェントカー

運行管理

テレマティクス
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民間サービス②
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民間サービス③
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民間サービス④
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民間サービス⑤

提供者 サービス名 サービス内容 サービス対象者 サービス方法 費用

HONDA Inter NAVE

情報提供（渋滞予測情報、駐車場情報、
天気情報）経路誘導電子メールの送受
信

Inter NAVE対応
のHONDA車

ナビゲーションと
携帯電話

Inter NAVE対応の
HONDA車を購入すれ
ば無料
通信費は有料

NISSAN Car WINGS

情報提供（交通情報、天気予報）現在地
お知らせ機能ハンズフリー機能（携帯電
話接続）道路案内ロードサービス（故障
時サービス）燃費情報などの車両情報表
示機能

新車を購入した人は無
料
中古車を購入した人は
5250円/年、472円/年

TOYOTA G-BOOK

渋滞予測サービス安全安心サービス（車
上荒らし対策、メンテナンス情報）音楽
サービス

表1参照

ISUZU MIMAMORI KUN

運行情報（燃費、運転日報など）情報提
供（現在地情報、事故多発地点情報な
ど）

表2参照

VICS VICS

事故・渋滞・規制情報 カーナビ購入者
対象

FMアンテナ
光アンテナ
電波アンテナ

視聴料として315円を機
器購入時に支払う

緊急通報 HELP NET
事故対応、出張修理サービス、
病院情報、レッカー要請

入会金6300円
年会費4200円

民間サービス表
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民間サービス⑥

接続方法 料金プラン G-Book利用料金

月払い（1ヶ月） 1,300円*2

半年払い（6ヶ月） 7,500円*2 （月あたり1,250円）

年払い（12ヶ月） 12,000円*2 （月あたり1,000円）

月払い（1ヶ月） 400円

半年払い（6ヶ月） 2,100円 （月あたり350円）

年払い（12ヶ月） ,600円 （月あたり300円）

月払い（1ヶ月） 680円

半年払い（6ヶ月） 3,780円 （月あたり630円）

年払い（12ヶ月） 6,900円 （月あたり575円）

*1 WiLL CYPHA向けの利用料金はWiLL CYPHA専用価格。
*2 G-BOOK対応カーナビからご利用時の通信費を含む。パソコン、携帯電話、PDA(携帯端末)
　　から利用時の通信費は別途、客のご負坦となる。
 　また、パソコン､PDA、携帯電話のみでG-BOOKオンラインサービスを利用する場合は、
　　G-BOOKライト利用料金月額210円(税込)）が必要。 

DCM接続
（通信費込み）

携帯電話接続
（通信費別）

WiLL CYPHAからの接続*1
（通信費込み）

表1 G-BOOKの料金



日本の標準化活動

～ ＩＴＳ国際標準化活動 ～
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ＩＴＳの国際標準化

ＩＳＯ：国際標準化機構

（電気・電子以外の分
野）

ＩＴＳの国際標準化を行っている中心的な組織はISO/TC204

ＴＣ２０４には１３のＷＧが存在

ＪＴＣ：合同専門委員会

（情報分野）

ＩＥＣ：国際電気標準会議
（電気・電子分野）

ＩＴＵ：国際電気通信連合
（電気通信分野）

ＩＴＳに関する国際標準を行っている主な機関

ＩＴＳに関する標準化機関

ＩＴＳの標準化の中心組織
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ＩＳＯ／ＴＣ２０４のＷＧ

WG № WG名称 備考

WG1 システム機能構成 システムアーキテクチャ等の検討

WG3 ITSデータベース技術 地図のフォーマット、配信等の検討

WG4 車両・貨物自動認識 タグに関する検討

WG5 自動料金収受 ETCに関する検討

WG7 商用車運行管理 インターモーダル物流を検討

WG8 公共交通 現在は運賃管理を検討

WG9 交通管理 通信に関する検討

WG10 旅行者情報 情報提供について検討

WG11 ナビ・経路誘導 ナビに関して検討、現在は休止中

WG14 走行制御 車の安全安心システムを検討

WG15 狭域通信 DSRCを検討、現在は休止中

WG16 広域通信 ITSで使用する通信など検討

WG17 ノーマディックデバイス 車と車載器のインターフェースを検討予定
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日本のＩＴＳ国際標準化活動（１）

～日本のＩＴＳ標準化委員会組織～
分科会名 事務局

WG1 システム機能構成分科会 (財)日本自動車研究所

WG3 データベース分科会 (財)日本デジタル道路地図協会

WG4 車両/積載貨物自動認識分科会 (社)新交通管理システム

WG14 走行制御分科会 (財)自動車技術会

WG15 狭域通信分科会 (社)電子情報技術産業協会

WG5 自動料金収受分科会 (財)道路新産業開発機構

WG7 車両通行管理分科会 (財)道路保全技術センター

WG8 公共交通分科会 (財)国土技術研究センター

WG9 交通管理分科会 (社)新交通管理システム

WG10 旅行者情報分科会 (社)新交通管理システム

WG11 ﾅﾋﾞ･経路誘導分科会 (財)自動車技術会

WG16 広域通信分科会 (社)電子情報技術産業協会

WG17 ﾉｰﾏﾃﾞｨｯｸﾃﾞﾊﾞｲｽ (財)自動車技術会

技術委員会

ＩＴＳ標準化委員会
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日本のＩＴＳ国際標準化活動（２）

ISO/TC204の副議長、WG3とWG14の議長を担当
全てのWGに出席
WG3、WG5、WG14、WG16を重点WGに選定

⇒日本は、 ISO/TC204総会、ISO/TC204の全てのWGに

専門家が出席して情報収集や意見提示を行っている
⇒全てのWGに出席している国は日本だけ
⇒WG16国際会議に出席している委員の1/4～1/3が日本人

～国際会議の体制～
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日本のＩＴＳ国際標準化活動（３）

国際標準を日本の業界にとって有利で合理的な
内容にすることを第一に活動
日本の意見反映のために、日本から提案を行い、

国際標準化の推進
⇒今までの日本は、欧米から提案された国際標準化素案に対して

日本にとって不都合がないように意見提示をする受け身の姿勢だった。

⇒しかし、３～４年前からは、日本から国際標準化素案を提案する
積極的な姿勢をとっている

⇒国際標準化活動は、各国と協調するだけでなく、
自国で開発したシステムや仕組みを各国に売り込み、
アピールする活動である

～国際標準化に対する日本の対応～



33
日本のＩＴＳ国際標準化活動（４）

●拡張地理データファイル
日本から時間の項目を追加しようとしているが、
欧州から反対の意見があり、現在議論中

●新規項目
ＷＧ３では、検討項目数が少なくなっているため、
新規項目について、日本がリーダーとなって議論している

WG３の重要テーマ

～ISO/TC204各WG毎の日本の対応～
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日本のＩＴＳ国際標準化活動（５）

●ＥＲＩ（電子登録番号認識システム）パート５
ＥＲＩを利用する際に使われる「日本方式の鍵（非対称鍵）」を
国際標準として発行するように意見提示を行っている

⇒国際標準になるための手順は済んでいるが、
欧州には関係の無い項目であることから、
発行手続が忘れられているため、再度意見提示を行う

WG４の重要テーマ

～ISO/TC204各WG毎の日本の対応～
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日本のＩＴＳ国際標準化活動（６）

～ISO/TC204各WG毎の日本の対応～

●ＥＦＣアーキテクチャの改訂
ＥＦＣアーキテクチャが改訂時期となり、
日本のアーキテクチャが削除されないように意見提示を行う
⇒欧州では、衛星課金が主流になりつつあり、

改訂時に欧州には関係のない日本の項目が
削除されないように対応

WG５の重要テーマ
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日本のＩＴＳ国際標準化活動（７）

～ISO/TC204各WG毎の日本の対応～

●センタ間通信 ＤＡＴＥＸＣ Ⅱ

既に国際標準となっているセンタ間通信に、
別のＩＳＯ番号を取得するために、
新たなセンタ間通信「ＤＡＴＥＸ Ⅱ」が提案され、
日本の道路で使用されているセンタ間通信「ＤＡＴＥＸ ＡＳＮ」が

削除されないように動向を把握する。

WG９の重要テーマ
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日本のＩＴＳ国際標準化活動（８）

～ISO/TC204各WG毎の日本の対応～

●新規項目
日本から新規項目として「路車協調システム（仮）」を
提案するための準備を行っている。
この項目は、ＷＧ１４に参加している欧州側の委員が
興味を示していないことから、
欧州側に興味を持ってもらうために、
日本のスマートウェイなどの路車協調システムの
アピールを行っている。

WG１４の重要テーマ
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日本のＩＴＳ国際標準化活動（９）

～ISO/TC204各WG毎の日本の対応～

●非ＩＰ通信
日本から提案した項目だが、欧州ＣＶＩＳとドラフト共著となり、
日本方式との整合性を図る協議

●プローブ情報

欧米からプローブ情報のデータのダウンリンクとアップリンクに
関する項目が提案され、日本のプローブ情報と整合性が取れる
ように意見提示

WG１６の重要テーマ
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日本提案の国際標準（１）

①前方車両追突警報システム（WG14）

⇒先行車との車間距離が詰まった時、
警報によりドライバに回避操作を促し、
追突を予防するシステム

②狭域通信第７層（WG15）

⇒通信プロトコル第7層に相当する路車間インターフェース

③アプリケーションマネージメント
（WG16）
⇒ITS無線通信器に

アプリケーションの
更新、削除等を行う仕組み

国際標準となった項目
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日本提案の国際標準（２）

①ITSにおけるWebサービスの利用（WG1）
⇒インターネットベースのシステム間連係を支援

②ＩＣカードによる車載器決済のインターフェース定義（WG5）

⇒車載器経由でICカードの決済情報、道路情報などの
読み書きを行うためのインターフェース

③ＣＡＬＭ-ＭＡＩＬ（日本で使用する5GHｚ帯の標準化）（WG16）
⇒日本のＤＳＲＣ規格をＣＡＬＭ通信メディア（ＩＴＳ通信）として

利用するための規格

④アプリケーションマネージメント適合性試験（WG16）
⇒製品が完了した時の試験要領

⑤ＣＡＬＭｰ非ＩＰ通信（WG16）
⇒非ＩＰ系通信の仕組み

現在検討中の項目
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参考：国際標準になるまで

予備段階（PWI）

提案段階（NP）

委員会段階（CD）

照会段階（DIS）

作業段階（WD）

ＴＣ２０４総会での合意

ＮＰ提案⇒投票により承認
5ヵ国以上の参加 かつ 投票メンバの

半数以上が賛成すればNPとなる。

作業開始
NP登録後、36ヶ月以内に国際標準にならなければ廃案

ＣＤ提案⇒投票により承認
投票メンバの2/3以上の賛成でCDとして承認

承認段階（FDIS）

ＤＩＳ登録
投票メンバの2/3以上の賛成 かつ1/4以下の反対でDIS
として承認票。反対が無ければ、国際標準として発行

ＦＤＩＳ登録⇒ＩＳＯ発行
投票メンバの2/3以上の賛成 かつ1/4以下の反対で可決

発行段階（ISO）

ＰＡＳ・ＴＲ発行
投票メンバの1/2以上の賛成

ＴＳ発行
投票メンバの2/3以上の賛成

国際標準としては
時期尚早の項目や

仕様書として残す場合

36
ヶ

月
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参考：ＩＳＯ用語

PWI Preliminary Work Item 予備作業項目

NP New Work Item Proposal
WD Working Draft 作業原案

CD Committee Draft 委員会原案

DIS Draft International Standard 国際規格案

FDIS Final Draft International Standard 最終国際規格案

ISO International Standard 国際規格

PAS Publicly Available Specification 一般公開仕様書

TS Technical Specification 技術仕様書

TR Technical Report 技術報告書

TC Technical Committee 専門委員会

Working Group

新作業項目提案

WG 作業グループ



日本の標準化活動

～ ＩＴＳ国内標準化活動 ～
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ＩＴＳの国内標準機関（１）

ＩＴＳ通信機器

電波法・同省令

総務省

民間通信規格

ＡＲＩＢ（電波産業会)

電波：ＨＩＤＯ
ＩＲ：ＵＴＭＳ

民間機器仕様

ＪＥＩＴＡ（電子機器工業会）

インフラ機器仕様

各事業者（国、道路管理者）

規
格
・
仕
様
案

諸
実
験
・
評
価
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ＩＴＳの国内標準機関（２）

ＩＴＳ放送機器

電波法・同省令

総務省

民間通信規格

ＡＲＩＢ（電波産業会)
ＡＲＩＢ

民間機器仕様

ＪＥＩＴＡ（電子機器工業会）

インフラ機器仕様

放送事業者（ＮＨＫ）

規
格
・
仕
様
案

諸
実
験
・
評
価

ＶＩＣＳ（ＦＭ-ＤＡＲＫ）
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ＩＴＳの国内標準機関（３）

ＩＴＳ車両

自動車運送法

国土交通省

民間通信規格

ＡＲＩＢ（電波産業会)

車車間通信：ＪＡＲＩ
車両：ＡＳＶ

車載通信機器

ＪＥＩＴＡ（電子機器工業会）

車両制御

ＪＳＡＥ（自動車技術会）

規
格
・
仕
様
案

諸
実
験
・
評
価
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標準仕様の一例（１）

仕様書等名 著作者 共同著作者

全国デジタル道路地図データベース　他 DRM協会 道路管理者他

統合リンクデータベース DRM協会 道路管理者他

一般道路VICS用リンクデータベース 管技協 DRM協会

VICSリンク仕様書 管技協 DRM協会

FM多重放送フォーマット・同解説書 ARIB

VICS車載器に関するガイドライン VICSセンター

VICSの商標 VICSセンター

VICS座標系仕様書 VICSセンター

共通ネットワーク仕様書 VICSセンター HIDO,UTMS

光ビーコン仕様書 管技協

光ビーコンフォーマット・同解説書 管技協

VICSシステム概説書 HIDO

ビーコン情報提供基準書 HIDO

情報ビーコン静的情報作成手順書 HIDO

情報ビーコン簡易図形作成基準書 HIDO

情報ビーコン動的データ形式仕様書 HIDO

タイプビーコン標準仕様書 HIDO

ビーコン配置マニュアル HIDO

ビーコン設置マニュアル HIDO

ビーコン保守マニュアル HIDO

センター装置間インタフェース仕様書 HIDO

AS機能仕様書 HIDO

C1/C2機能検討書 HIDO

センターシステムハードウェア仕様書 HIDO
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標準仕様の一例（２）

仕様書等名 著作者 共同著作者

5.8GHz帯VICSビーコン配置マニュアル(案) HIDO 国土交通省

5.8GHz帯VICSビーコン設置マニュアル(案) HIDO 国土交通省

5.8GHz帯VICSシステム概説書 HIDO 国土交通省

5.8GHz帯VICSビーコン情報提供基準 HIDO 国土交通省

5.8GHz帯VICS情報ビーコン静的情報作成手順書 HIDO 国土交通省

5.8GHz帯VICS情報ビーコン簡易図形作成基準 HIDO 国土交通省

5.8GHz帯VICSセンターシステム機能検討書 HIDO 国土交通省

5.8GHz帯VICSセンターシステム仕様書 HIDO 国土交通省

路側ビーコン装置標準仕様書　ＴＹＰＥ-Ａ　(2.5G_VICS) HIDO 国土交通省、道路管理者

路側ビーコン装置標準仕様書　ＴＹＰＥ-Ｂ　(2.5G_VICS+5.8G_VICSｽﾍﾟｰｽ) HIDO 国土交通省、道路管理者

路側ビーコン装置標準仕様書　ＴＹＰＥ-Ｃ　(2.5G_VICS+5.8G_VICS+5.8G_ETC) HIDO 国土交通省、道路管理者

路側ビーコン装置標準仕様書　ＴＹＰＥ-Ｄ　(5.8G_VICS+5.8G_ETC) HIDO 国土交通省、道路管理者

路側ビーコン装置標準仕様書　ＴＹＰＥ-Ｅ　(5.8G_VICS) HIDO 国土交通省、道路管理者

IP系路側無線装置仕様書(案) HIDO 国土交通省

道の駅サーバ機能仕様書(案) HIDO 国土交通省

路側センター間インタフェース仕様書（案） HIDO 国土交通省

5.8GHz帯DSRC路車間インターフェース仕様書（案）　★限定開示版　 HIDO 国土交通省

5.8GHz帯DSRC路車間インターフェース仕様解説書（案）　★限定開示版　 HIDO 国土交通省

5.8GHz帯DSRCデータ形式仕様書（案）　★限定開示版　 HIDO 国土交通省

5.8GHz帯DSRCデータ形式解説書（案）　★限定開示版　 HIDO 国土交通省

スマートインターチェンジ導入マニュアル（案） HIDO 国土交通省

スマートインターチェンジＥＴＣ設備設計マニュアル（案） HIDO 国土交通省

スマートインターチェンジＥＴＣ設備標準設計図集（案） HIDO 国土交通省

ETC機器(SA・PA版スマートIC用)仕様書集(案) HIDO 国土交通省、道路管理者

ETC機器(幹線道路接続マートIC用)社会実験版仕様書(案) HIDO 国土交通省、道路管理者

グローバルETC 基本要件書　Ver1.2 HIDO 国土交通省

Basic Requirements for Global ETC Ver1.1 HIDO 国土交通省

グローバルETC仕様書集 HIDO 国土交通省、道路管理者
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